





This paper provides rationale for the importance of teaching intercultural 
understanding to university students. The author surveyed 98 first-year English majors 
at Mukogawa Women’s university who go to the US to study for 4 months in their 
second year. In a preliminary part of the survey, the students shared their perception of 
America and Americans. In the next step of the project, the author gave a presentation 
titled “What is important in understanding other cultures and people?” to the students. 
The purpose of the presentation was to provide examples of stereotypes, and highlight 
difficulties in understanding people from other cultures. Following the presentation, the 
students were given a questionnaire in which they were asked to reflect on and uncover 
some of their own stereotypes. Based upon the results of the questionnaire, the author 





































のための教育』『ワールドスタディーズ』『Global Teacher, Global Learner』など
代表的なテキストが用意されているが、中心的な課題は、「ステレオタイプ」、
いわゆる、イメージと認識の問題として位置づけられている点が共通している














































































































































交流あり： 1．体格がよい59%（19名） 2．背が高い50%（16名） 3．髪の色
が違う28%（9名） 4．眼の色が違う18%（6名） 5．鼻が高い15%
（5名） 6．かっこいい、スタイルがいい、きれい 6 %（ 2名） 7．
肌の色が違う、多様な人種 6 %（2名）
交流なし： 1．体格がよい59%（39名） 2．背が高い54%（36名） 3．鼻が高
い24%（16名） 4．眼の色が違う22%（15名） 5．髪の色が違う
19%（13名） 6．かっこいい、スタイルがいい、きれい 9 %（ 6
名） 7．肌の色が違う、多様な人種 7 %（ 5名）
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－ 82 －
身体的イメージ 交流あり （32名） 交流なし （66名）
1．体格がよい 59% （19名） 59% （39名）
2．背が高い 50% （16名） 54% （36名）
3．髪の色が違う 28% （ 9名） 19% （13名）
4．眼の色が違う 18% （ 6名） 22% （15名）
5．鼻が高い 15% （ 5名） 24% （16名）
6． かっこいい、スタイルがいい、
きれい 6 % （ 2名） 9 % （ 6名）







交流あり： 1 .フレンドリー　59%（19名） 2．自己主張する　50%（16名） 3．
陽気で明るい　31%（10名） 4 .ポジティブ　28%（ 9名） 5．ス
トレートに言う　18%（ 6名） 6．差別する 9 %（ 3名） 7．ルー
ズ、おおざっぱ　 6 %（ 2名）
交流なし： 1．フレンドリー　40%（27名） 2．陽気で明るい　31%（21名）
3．ストレートに言う　18%（12名） 4．自己主張する　16%（11
名） 5．自由だ　10%（ 7名） 6．ルーズ、おおざっぱ　 9 %（ 3
名）複数回答可）
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－ 83 －
身体的イメージ 交流あり （32名） 交流なし （66名）
1．フレンドリー 59% （19名） 40% （27名）
2．自己主張する 50% （16名） 16% （11名）
3．陽気で明るい 31% （10名） 31% （21名）
4．ポジティブ 28% （ 9名） 0 % （ 0名）
5．ストレートに言う 18% （ 6名） 18% （12名）
6．差別する 9 % （ 3名） 0 % （ 0名）
7．ルーズ、おおざっぱ 6 % （ 2名） 9 % （ 3名）





































































無回答　 2 %（ 2名）
ここでも、情意面のコメントが多かったが、相手を褒めているのになぜ不快
に思われるのかと困惑している内容ばかりで、自分の常識や良識が覆された


































































































































 2． International Association of Teachers of English as a Foreign Language





 5． D. I. E.法の最初の提唱者は、Berlo, D. （1960）である。Dは Description, I
は Interpretation, E は Evaluationで、これら 3つのステップを通して、誤解
や自文化中心主義が絡むトラブル等の解決につながるという。「友好的グ
ループ間態度の形成法」は、Brewer & Miller（1988）の三段階の方法であ
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